
 

首相及び閣僚の靖国神社春季例大祭での真榊奉納に抗議する 

 

内閣総理大臣 岸田文雄様 

 

 あなたは国政を代表する地位にありながら、日本国憲法第 20 条 3 項の「政教分離原則」

を遵守せず、靖国神社春季例大祭の日に合わせて 4 月 21 日に「内閣総理大臣 岸田文雄」

の名で真榊奉納を行った。加藤勝信厚生労働相も「厚生労働大臣 加藤勝信」の名前で同

日に真榊奉納を行った。憲法尊重擁護義務を負う立場にありながら、公然と「内閣総理大

臣」「厚生労働大臣」の肩書を付して奉納を行ったことは、「公的」立場での明白な憲法違反

行為である。私たちはあなたや国会議員たちが靖国神社の例大祭の度に、参拝や真榊奉納

を繰り返していることに良心を痛め、憤りを覚えている。松野官房長官は、閣議後の記者

会見で「私人の立場での奉納と理解しており、政府として見解を申し上げる事柄ではない

と認識している。なお、内閣総理大臣との肩書を付しての奉納は、その地位にある個人を

表す場合に慣例としてしばしば行われている」と述べたが、個人を現すのに肩書を付す必

要はなく、公的な肩書を付して「私人の立場」とすることは詭弁に等しい。明白な違憲を慣

例化させていることこそが深刻な問題である。「違法」は何度繰り返しても「違法」であり、

悪しき常態化は即刻改めるべきである。 

 靖国神社は戊辰戦争以来、天皇の側に立ち戦死した者を神道式で「神」として祀る神社

である。そこに国の代表者が参拝し関わることで侵略戦争を美化・正当化し、国民を積極

的に侵略戦争に動員する役割を担ってきた。その行為は、戦争で命を奪われた戦死者一人

ひとりの思いを覆い隠し、遺族の気持ちを考えず、「英霊」とひとくくりにしてしまう、死

者と遺族への冒瀆であり暴力である。しかも、戦後は一宗教法人となったものの、侵略・加

害行為への反省はなく、戦前・戦時下と変わらず戦没者を神として祀り、その死を殉国行

為として無条件に美化する思想を推し進めている。 

あなたが、公的立場でこのような靖国神社の春季例大祭に真榊を奉納することは、「政教

分離原則」及び「憲法尊重擁護義務」に明白に違反する行為であるとともに、アジア・太平

洋戦争において国内外に甚大な被害をもたらしたことに対する歴史的認識を欠くものであ

り、国政の代表者として不適切である。 

私たち日本キリスト教協議会（NCC）靖国神社問題委員会は、あなたが今後、一宗教法人

である靖国神社への真榊奉納だけではなく、いかなる宗教施設へも参拝をせず、憲法の定

める「政教分離原則」を厳格に遵守するよう、抗議し、同時に強く要請する。 
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